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尊 重 

学び合い 考える子 ちがいを生かし合い 心を合わせる子 たかめ合い 健やかな体をつくる子 

ひとみかがやく 町田っ子 

 学校HP 
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小田原市立町田小学校 

学校だより 
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◇スマホ安全教室◇ 
安全教育というと交通安全や災害安全を思い浮かべ

がちですが、最近ではスマホやインターネットの利用によ

る犯罪被害の防止や適切な利用の仕方も欠かすことの

できない内容です。スマホ所持の低年齢化も進んでおり、

早いうちから正しい知識を身につけ、上手に利用すること

が大切です。 

本校でも今年度の初めにスマホと携帯電話の所持率

を調べました。 

１年生（30％）２年生（２７％）３年生（３６％） 

４年生（５２％）５年生（４５％）６年生（７０％） 

 友達関係や行動範囲が広がる上学年になると、所持率

もぐっと高くなる傾向がありますが、下学年でもすでに３、

４人に1人は所持していることが分かります。 

 １月２９日（水）、３、4年生がゲストティーチャーによるス

マホ安全教室を行いました。投稿した動画や写真は世界

に拡散すること、チャットによる短い文の会話は誤解を生

みやすいこと、誘い出し・なりすまし・ネット詐欺といった犯

罪、著作権や肖像権など、子どもたちはたくさんのことを

学びました。 

話の中では、家の人とルールを決めることや家の人と

よく相談しながら使うことが大切であるという話がありま

した。子どもたちの安全を守るためには、利用状況を把握

すると同時に、トラブルで困ったときはすぐに家の人に相

談できるよう普段からのコミュニケーションが大切です。 

ご家庭はいかがでしょうか。 

 

 

 

＊１，２年生は２月２１日にスマホ安全教室を行います。 

 

 

 

  

 

＊記事の色は、【めざす子どもの姿】の色と合わせています。 
 

 

 

◇自分で考えて動く◇  
２月４日（火）、中休みに大きな地震が起きて１０分後に津

波が到達する想定で避難訓練を行いました。今回は訓練の

日時を子どもたちに知らせずに、突然放送をかけて地震を知

らせました。 

子どもたちは放送に驚きながらも、それぞれが避難場所を

探して身を守りました。その後、放送で津波の情報を聞くと近

い階段を使って４階に集合しました。たまたま１年生の教室に

いた６年生は、静かに慌てず避難するよう１年生に呼び掛け、

一緒に階段を上がっていました。子どもたちの姿から、日頃

の学年を超えたつながりが災害時に生かされることを再確

認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、教室以外の場で身の守り方が分からず戸惑って

いたり、津波の際に集合する教室が分からなかったりする児

童も見られました。 

今回の避難訓練は、自分たちの命を守るために、一人一人

が判断しなくてはならない場面がいくつかありました。地震

から身を守るために「物が落ちてこない・倒れてこない・動い

てこない」安全な場所を探すこと、津波情報をもとに次の避

難場所・避難ルートを考えて動くこと、上学年の児童はいかに

下級生の避難を手助けするかということです。 

本校では、日頃から「自分で考えて動いていますか？」とい

う問いかけをしていますが、こうした習慣がいざというときに

命を守ること、そして、継続的に訓練に取り組むことが大切で

あることを子どもたちと確認する機会になりました。 

 

 

 

 

運動場の中央に集まる 

子どもたち 

 

昇降口のベンチの下に避難する 

子どもたち 

 

６年生と一緒に避難する１年生 
 

【スマホのルール決めていますか？】 

何時まで・どこで・いくらまで・何をしてよいか 

（参考）SNSの推奨年齢・年齢制限をご存じですか？ 

LINE：利用推奨年齢１２歳以上 

TikTok:視聴、投稿ともに１３歳以上利用可 

Instagram：アカウント作成は１３歳以上利用可 

X（旧Twitter）：１３歳以上利用可 

 

◇おだわらっ子見守りサービス◇   

 子どもたちの登下校や放課後等における安全の実現のた

めに、４月からサービスが開始します。詳しくは次のURLをタ

ップしてください。   https://lp2.otta.me/oda-shinki 

また、登校時の安全ボランティアも募集しています。ご協力

いただける方は、自治会長または小学校にご連絡ください。 



 

 

  

１ 土  

２ 日  

３ 月 しょうゆ出前授業（３年） 

４ 火  

５ 水 年度末懇談会 

６ 木  

７ 金 

図書室の本貸し出し終了 

なかよし班給食 

フットゴルフ三浦選手の講演（６年） 

８ 土 
まちだっこ食堂開催 

（11:00～1４:00今井公民館） 

９ 日  

10 月 
ICT支援員来校 

ステップアップ調査体験（３、４年） 

11 火 
ステップアップ調査体験（5年） 

３年校外学習（郷土文化会館・小田原城） 

12 水 
ICT支援員来校   

スクールカウンセラー来校 

13 木 オカリナ演奏会（１、２、３年） 

14 金 

学校運営協議会 

３年校外学習予備日 

白鷗中学校新入生説明会・体験授業６年 

15 土   

16 日  

17 月  

18 火 心理相談員来校  卒業式予行練習 

19 水 給食終了 

20 木 〈春分の日〉 

21 金 卒業式 

22 土  

23 日  

24 月 
通知表相談日（6年）   

ICT支援員来校 

25 火 
修了式・離退任式   

通知表相談日（6年）   

26 水 通知表相談日（１～５年）   

27 木 通知表相談日（１～５年）   

28 金  

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇昔遊びに挑戦◇ 
１月２２日（水）、１、２年生が、地域の方々と一緒に昔遊びを

楽しむ学習を生活科で行いました。 

１５人のボランティアの皆様にご協力いただき、お手玉、ヨー

ヨー、だるまおとし、おはじき、けん玉、コマ、竹馬、竹とんぼ、羽

根つき、凧揚げを楽しみました。 

遊びのコツを教えていただいたり褒めていただいたりしたこ

とで、昔遊びの楽しさや上達する喜びを感じる子どもたちの様

子があちこちに見られました。また、遊びや会話を通して、地域

の方の優しさに触れ、親しみを感じたり、自分を支えてくれてい

ることに感謝の気持ちをもったりすることもできました。本校で

は、体験を伴った福祉教育に取り組んでいます。自分たちが地

域の方々とつながり、地域の中で生活していることを実感する

このような活動が、今後の福祉を考える基盤になると考えてい

ます。 

【子どもたちの手紙より】 

〇ボランティアさんと仲良くなったり一緒に話をしたりしたこ

とが楽しかったです。 

〇けん玉をやったらすごいと言ってくれてもっとやる気が出ま

した。これからも応援してください。 

〇凧がめちゃ高く上がったとき一緒に喜んでくれてうれしか

ったです。 

〇ヨーヨーをやって、失敗しても成功しても楽しいんだなと思

いました。 

 

人とつながることのすばらしさ、 

気持ちが重なることの喜びや安心 

感が、子どもたちの手紙から感じ 

られました。ご協力いただいた地 

域の皆様、ありがとうございました。 

 

 

〈４月の主な行事予定〉 

７日（月）着任式 始業式 入学式 

       ＊６年生は入学式に参加します。 

 

 

◇議場見学◇ 

  ２月５日（水）、６年生が社 

会科の学習で議場見学に出 

かけました。 

実際に議員席に座り、市 

議会議員の方々から市議会 

についての説明を聞いたり、本当の議員のようにマイクを使って

質問したりしました。「どんなことを話し合っているのですか。」

「大変なことは何ですか。」「どうすれば議員になれますか。」と

いった子どもたちの質問に対し、回答の「制限時間」を守りなが

ら答えてくださり、子どもたちは議会の様子を体験することもで

きました。また、教室についているエアコンも５年前に市議会で

話し合われたということを教えていただき、自分たちの生活が市

民の代表者の話し合いによって変わっていくことを実感しまし

た。 

 

 

令和６年度卒業式は３月２１日（金）です。 

今年度も、在校生の代表として４、５年生が式に参

加し、１～3年は臨時休業といたします。 

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 


